
⼤学における研究データ管理︓
国内の動向と課題

松原 茂樹

名古屋⼤学 情報基盤センター

1

第４回 北陸地区学術データ基盤セミナー
2025.2.19



⾃⼰紹介
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講演の内容
（国内における）⼤学の研究データ管理（RDM）の

「これまで」と「これから」
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1 ⼤学における RDM とは

2 ⼤学のRDMの「これまで」

3 ⼤学のRDMの近年の動き

⼤学におけるRDM推進の課題
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研究データ管理（RDM）とは

研究データ管理（RDM）
•研究で使⽤/⽣成された
情報を適切に 取扱うこと
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研究データの
サイクル

収集

記録

⽣成

解析保管
共有

公開

活⽤

定期バックアップしている︖
（2019 名古屋⼤学アンケートより）

はい 84%  いえ 16%

はい いいえ

84% 16%

研究者/Gr の研究活動で
必ず⾏われている⾏為



オープンサイエンス
オープンアクセス，データのオープン化を含む取り組み

5FOSTER: https://www.fosteropenscience.eu/



「データのオープン化」の原則

FAIR原則（以下，抜粋）

6FORCE11: THE FAIR DATA PRINCIPLES (2016). https://www.force11.org/group/fairgroup/fairprinciples, 
NBDC研究チーム(訳), "FAIR原則（「THE FAIR DATA PRINCIPLES」和訳）" (2019). 



研究者の責務
•公的資⾦で研究する研究者に課された６つの責務
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管理対象データ
決定

メタデータ
付与

DMP作成

適切な保存
戦略に基づく
公開・共有

終了後の
管理・利活⽤

NII-RDC 等で
検索できる

データ管理状況
の把握

⼤学の⽅針と
資⾦配分機関の基準

オープン・アンド
・クローズ戦略

利活⽤の促進
と流出防⽌

セキュリティ
の確保

統合イノベーション戦略推進会議（2021）
『公的資⾦による研究データの管理・利活⽤に関する基本的な考え⽅』



研究データ管理における研究者と⼤学

研究データ管理（RDM）
•研究で使⽤/⽣成された
情報を適切に 取扱うこと

80% 20% 40% 60% 80% 100%

個⼈PC
研究室サーバ

⼤学ストレージ
学外クラウド

研究データをどこに保管している︖
（2019 名古屋⼤学アンケートより）

収集

記録

⽣成

解析保管
共有

公開

活⽤
研究者/Gr が整備した環境

でRDMを推進



⼤学における研究データ管理
⼤学のRDMのあり⽅

構成員が安全かつ効率よく研究し
⼤学の研究⼒を⾼める仕組み 9

ｌ

データ基盤・
管理システム

ルール・
ガイドライン

現状

今後 ⼤学が提供する基盤
で構成員がRDMを推進
（＝研究データガバナンス）

研究者/研究Gr が設けた基盤
（システム，ルール）で推進

RDMを⽀える
両輪

収集

記録

⽣成

解析保管
共有

公開

活⽤



⼤学の責務
⼤学に求められる４つの責務
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公的資⾦による研究データの管理・利活⽤に関する基本的な考え⽅

データポリシーの策定（2025）

機関リポジトリへのデータ収載と
メタデータの付与

RDM⼈材・⽀援体制の整備と評価

信頼性の⾼い研究データストレージの提供

内閣府「統合イノベーション戦略推進会議」（2021）
https://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/kokusaiopen/sanko1.pdf

第6期科学技術・イノベー
ション基本計画（2021）



⼤学RDMのこれまで
国内の⼤学RDMの動向
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2018 20242020 20222019 20232021 2025

OA加速化事業

データエコ事業

ポリシー100%
OA義務化

スタートアップ事業

GakuNinRDM本格運⽤

GakuNinRDM実証実験

第6期科学技術基本計画

科研費DMP

データポリシー
即時OA⽅針

AXIES RDM提⾔



講演の内容
（国内における）⼤学の研究データ管理（RDM）の

「これまで」と「これから」
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1 ⼤学における RDM とは

2 ⼤学のRDMの「これまで」

3 ⼤学のRDMの近年の動き

⼤学におけるRDM推進の課題
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2018以前の⼤学RDM
ルール/ポリシーの制定

•研究データ保存の学内規程（東海国⽴⼤学機構の事例）
東海国⽴⼤学機構における研究上の不正⾏為に関する取扱規程（抜粋）
https://education.joureikun.jp/thers_ac/act/frame/frame110011474.htm

•構成員の責務（第５条３）

•研究資料等の保存期間（第６条１）
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構成員は，研究活動の正当性の証明⼿段を確保するとと
もに，第三者による検証可能性を担保するため，研究資
料等を適切に保存・管理し，開⽰の必要性及び相当性が
認められる場合には，これを開⽰しなければならない。

研究資料等の保存期間は，原則として，当該論⽂等の
発表後10年間とする。



⼤学RDMに関する提⾔
⼤学ICT推進協議会（AXIES）
研究データマネジメント部会による提⾔
（2019/5 公開）

•学術機関における研究データ管理に関する提⾔
• 研究データ管理の理念や考え⽅の観点を記載

「⼤学でRDMを実施する
説得が必要」との声

（⽬的・効果）
I. 研究データ管理における学術機関の役割
II. 学術機関における研究データ管理の導⼊⽬的の実際
III. 学術機関が管理・提供する研究データと利活⽤の場⾯

（⽅法・機能・維持管理）
IV. 学術機関における研究データ管理を成り⽴たせる条件
V. 学術機関における研究データ管理のための仕組み
VI. 研究データ管理のデジタルプラットフォームの機能要件
VII. 研究データ管理のための⼈材育成

https://rdm.axies.jp/sig/57/



NII 研究データ基盤
•研究データ管理基盤 GakuNin RDM 
• 実証実験 2019〜2020
• 本格運⽤ 2021/2 〜

15
NII Today, No. 91（https://www.nii.ac.jp/today/91/3.html）
「研究データ管理基盤「GakuNin RDM」の本運⽤がスタート」



⼤学での推進体制
名古屋⼤学の推進体制（2019〜）
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研究戦略・社会連携分科会
分科会⻑︓研究担当副総⻑

附属図書館

研究協⼒部

医学部
メディカルITセンター

学術研究・
産学連携推進本部

学術データ基盤整備部会
(2019.11) 

主査︓情報担当副総⻑

RDMプロジェクト
（2018.5)

情報連携推進本部
情報基盤センター・

情報戦略室・情報環境部

IR戦略室

教育推進部

学術データ基盤整備
ワーキンググループ

（2021.3）
主査︓情報担当副総⻑ 法・専⾨家

法学部×２

OS! プロジェクト
チーム（2020.12)

オープンアクセス
ポリシー（2016.4)

学術データポリシー
（2020.10)



データポリシーの策定

名古屋⼤学学術データポリシー [2020.10承認]
http://www.icts.nagoya-u.ac.jp/ja/datapolicy/

学術データ（研究データ＋教育コンテンツ）
の取扱いの基本的な考え⽅

•ポリシーの構成と⾻⼦︓
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⽬的 定義 管理主体

研究者の責務 ⼤学の責務

主体は研究者

研究者を⽀援適切な取扱い



データポリシー策定のあと
•データポリシーを起点に
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1. 学術データを管理するためのデータプラットフォームを提供する。
2. 研究データ管理計画等、学術データの管理に関する計画や⾏動を⽀援する。
3. 学術データを公開するためのデータリポジトリを提供する。
4. 公開する学術データのメタデータ作成を⽀援する。
5. 共同研究や産学連携、アウトリーチ、授業等での利活⽤を⽀援する。
6. 学術データに関する契約、法務等を⽀援する。
7. 学術データ管理の取組みを奨励し、また実績を評価する。
8. 学術データの管理、公開、利活⽤に関わる規程・実施要項等を定める。
9. 学術データの管理、公開、利活⽤に関して啓発する。

•研究データの適切な
管理・公開・利活⽤

研究者の責務

•研究データ管理の
⽀援環境の整備

⼤学の責務

ルール・ガイドラインの遵守
啓発プログラムの受講

⼤学の推進体制の整備
アクションプランの策定

解説で例⽰された９つの⽀援項⽬

データポリシー
の共通要素



⼤学アクションプラン
名古屋⼤学学術データ基盤整備基本計画 2021-2023
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アクションプランにおける施策
•施策項⽬と施策内容
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講演の内容
（国内における）⼤学の研究データ管理（RDM）の

「これまで」と「これから」
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2 ⼤学のRDMの「これまで」

3 ⼤学のRDMの近年の動き

⼤学におけるRDM推進の課題
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研究データエコシステム構築事業 2022-2026
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ルール・ガイドライン整備チーム（体制）
•リーダー機関

23



データポリシー策定の動向
•ポリシー策定のこれまで
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97 校

国内⼤学の研究データポリシー（⼀覧）より
AXIES-JPCOAR 研究データ連絡会

https://sites.google.com/view/axies-jpcoar/

国⽴⼤
63%公⽴⼤

5%

私⽴⼤
32%

ポリシー策定⼤学の内訳



研究データポリシーとガイドライン
データポリシー策定と展開の戦略
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ポリシー・
ガイドラインの関係

基本⽅針
（考え⽅）

実施⽅針
（実施項⽬）

実施⼿順など

ポリシー

ガイドライン

１．データポリシー（基本⽅針）策定の⽅法論を提供
２．基本⽅針と整合したデータポリシー（実施⽅針）を策定
３．上記ポリシーに基づき研究データ取扱いガイドラインを策定

※ ポリシー・ガイドライン整備のモデルとして学外に展開を予定

ポリシー
の深化



研究データポリシーWG
•NII 研究データポリシー https://rcos.nii.ac.jp/service/datapolicy/
を活⽤し，⼤学のポリシー策定と強化を進めるWG
【参加機関】弘前⼤，東北⼤，帝京⼤，NII，⾦沢⼤，名⼤，
核融合研，滋賀⼤，広島⼤，徳島⼤，琉球⼤（11 機関）

26https://www.nii.ac.jp/openforum/2024/day2_rcos-datagovernance.html



研究データ管理スタートアップ⽀援事業
地域における拠点⼤学を中⼼とした⽀援の仕組み
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研究データ管理の⼤学連携

【⽬的】
東海地域の学術機関が連携し
研究データエコシステムの
整備、普及、利⽤促進
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会員機関の懇談会開催

セミナーの開催

⽀援チームの派遣

RDM資源の共⽤

成果の全国展開・普及

2023.12 設⽴



地域コンソーシアムの形成
会員機関リスト
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私⽴⼤ 48 ％，公⽴⼤ 13 ％，国⽴⼤ 39 ％



コンソーシアムの活動（１）︓セミナー開催

セミナーの定期開催
1. 会員向けセミナー主催
•第1回セミナー（12/6）※国内外の動向
• オープンサイエンスの潮流 / 研究データエコ事業

•第2回セミナー（3/21）※ポリシー・ガイドライン
• 研究データのELSI（法と倫理）/ データポリシー策定の勘所

•第3回セミナー（6/7）※機関リポジトリ
• 学術機関リポジトリの運⽤ / メタデータ変換と登録

•第4回セミナー（9/10）※DMP
• DMP作成⽀援 / RDM⽀援事業

•第5回セミナー（12/05）※NII-RDC
• NIIデータ基盤（公開基盤・ガバナンス機能）/ PID 30

知識・ノウハウ
の獲得



コンソーシアムの活動（２）︓ポリシー策定⽀援

•会員機関の整備状況に基づき選択肢
•タイプⅠ）データポリシー（基本⽅針）
•タイプⅡ）データポリシー（実施⽅針）or ガイドライン

•⽀援期間（約 3 か⽉）で
「ポリシーの策定」から「⾏動計画案」までの作成を⽀援

31

3か⽉⽬2か⽉⽬1か⽉⽬準備期間項⽬#

事前準備1

ヒヤリング
意⾒交換など2

データポリシー案
などの整理3

ポリシー案の
策定過程の記録4

⽀援対象の選定
作成⽀援の準備

１ ２ ３ ４

アーカイブ作業

ポリシー案・⾏動計画案・検討資料等の作成



コンソーシアムの活動（３）︓機関との対話
会員機関間の情報共有
情報交換会の定期開催

•第1回情報交換会（3/21）
•第2回情報交換会（6/7）
•前年度⽀援事業の実施機関報告

•第3回情報交換会（9/10）
•第4回情報交換会（12/3）
• NIIとの対話

会員機関との個別対話
•トピック
•コンソーシアム加⼊の経緯
• RDMに関する現状（ポリシー、体制）
•現在抱えている課題（データ基盤・公開）
•コンソーシアム活動に対する要望
•現地インタビューなど 32



次回セミナーの案内

https://rdm.nagoya-u.ac.jp/html/event/
33



AXIES（⼤学ICT推進協議会）による全国展開

34

学術機関における研究データ管理に関する提⾔
2019年度

⼤学における研究データ管理に関する
アンケート（雛形）2020年度

⼤学における研究データポリシー策定
のためのガイドライン 2021年度

教材「情報基盤スタッフ向けの研究データ
マネジメント」2022年度

体制整備
データ

ポリシー
データ基盤 DMP

コア
ファシリティ

研究データマネジメント部会（RDM部会）
https://rdm.axies.jp/sig/24/

出版物の発⾏や年次⼤会等のイベントを通じて全国展開



（AXIES-RDM）⼤学の研究データ管理の事例形成
•研究データ管理の取り組み事例を共有

•講演内容を元に寄稿
•情報科学技術協会『情報の科学と技術』（⽉刊誌）

1. 名古屋⼤学学術機関リポジトリ「NAGOYA Repository」に
おける論⽂及び研究データ登録の実際と課題

2. 研究データをより⾒つけやすくするためのメタデータ変換と
学術機関リポジトリへの登録

3. 研究データ管理の実践を促進する⼈材育成環境の構築に向けて
4. 教材「情報基盤スタッフ向けの研究データマネジメント」にお

ける利⽤の実際と課題
5. ⼤学院⽣の理解を引き出す「RDMヒアリングシート」

35

【講演】 【原稿】



即時OAに向けた⽅針
• 学術論⽂等の即時オープンアクセスの実現に向けた基本⽅針

（統合イノベーション戦略推進会議）2020
https://www8.cao.go.jp/cstp/oa_houshin_setsumei.pdf

•即時オープンアクセスの対象
• 査読付き学術論⽂（著者最終稿を含む）
• 根拠データ（透明性，再現性確保に必要なデータ） 36



機関リポジトリで研究データを公開
•名古屋⼤学の取り組み事例
• 附属図書館オープンサイエンス・オープンアクセス⽀援サイト

https://www.nul.nagoya-u.ac.jp/oap/os/
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オープンアクセス加速化事業

• 令和5年度⽂部科学省補正予算 p.23
https://www.mext.go.jp/content/20231129-ope_dev03-2.pdf
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オープンアクセス加速化のためのシステム連携
•東海国⽴⼤学機構の取り組み事例

https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/2000487
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システム連携による
成果の集約と管理の効率化



データ管理計画（DMP）︓科研費

• ⽇本学術振興会 https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/06_jsps_info/2023/g_1525.html40



科研費 DMP 作成⽀援
•東海国⽴⼤学機構の取り組み事例

https://jigyoka.aip.nagoya-u.ac.jp/contents/1420.html
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講演の内容
（国内における）⼤学の研究データ管理（RDM）の

「これまで」と「これから」
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1 ⼤学における RDM とは

2 ⼤学のRDMの「これまで」

3 ⼤学のRDMの近年の動き

⼤学におけるRDM推進の課題
4



データポリシーの次の⼀⼿︓AI の回答は︖
•チャットRDM

https://slp.itc.nagoya-u.ac.jp/e-science

43



⼤学の研究データ管理︓課題
•⼤学の研究データ管理︓どこから ︖

•まずは 「研究データポリシー」
•ポリシーを策定するには「体制の整備」が必要
•ポリシーの即効性は薄いが次の⾏動のきっかけ

•ポリシーの次の⼀⼿は（＝課題）︖
1. （ルール）実施⽅針，ガイドラインの策定
2. （啓発）⼈材育成，研究者啓蒙
3. （RDM浸透）データ管理の全体か部分か
4. （システム）研究データ基盤の導⼊
5. （DMP）DMP作成の⽀援
6. （連携）コンソーシアムの広がり
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（課題１）研究データ取扱いガイドライン
•研究データ管理・公開・利活⽤ガイドライン（案）
•関連する学内規程，ポリシー，要項等の網羅的調査
•研究サイクル（準備→実施→整理）に沿った項⽬

1. ガイドラインの位置付けと適⽤範囲
2. 研究の準備
•研究代表者の役割 /データ管理計画 DMP/

3. 研究の実施
•研究データの保管 /ストレージ，個⼈情報/
•研究データの共有 /セキュリティ/

4. 研究成果の整理
•研究データの保存 /研究公正/
•研究データの公開 /機関リポジトリ/
•研究データの利活⽤ /知的財産/

• RDM教材に準拠（⼈材育成チーム︓⼤阪⼤学と連携）
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（課題２）研究データ⼈材の育成
⼈材育成を整理する（対象と⽬的によって異なる）
•誰を育成する︖

⽀援者を育成する
•教育プログラムの受講
•ワークショップ等の参加

研究者を啓蒙する
•⻑期的視点︓講義や研修などを設計
•例えば、若⼿研究者向けカリキュラムなど
（⼈材育成チーム︓⼤阪⼤学）

•短期的視点︓ルール遵守のための教育
•ルール・ガイドラインをふまえた教材・FD
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（課題３）⼤学のRDM⽀援︓どこから︖
研究データのサイクルの
『出⼝』から整備

•外部から活動が⾒える
•研究者と⼤学の⾏動の
曖昧さが少ない
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収集

記録

⽣成

解析保管
共有

公開

活⽤

研究公正の施策の実効性（保管）

•研究の正当性の説明のために（研究者を守る⾏為）
オープンアクセスの推進（公開）

•即時OAの義務化に向けて（研究の評価を⾼める⾏為）



（課題３）⼤学のRDM⽀援︓どこから（続き）
•研究データの保管

•研究データの公開
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内容公開の要素
競争的資⾦による成果の「査読付き論⽂」を⽣み出した
研究データ（のうち公開の価値があるもの）

何を︖

上記論⽂の投稿前または掲載後すぐにいつ︖
機関リポジトリ（or 分野別リポジトリ）どこで︖
研究者（機関リポジトリなら担当者と協⼒して）誰が︖

内容保管の要素
競争的資⾦による成果の「査読付き論⽂」の根拠データ
（のうち、ストレージの機密性要件を満たすもの）

何を︖

上記論⽂の掲載後すぐいつ︖
⼤学ストレージ（or GakuNin RDM）どこで︖
研究者（or 研究プロジェクト⽀援者）誰が︖



（課題４）研究データ基盤の導⼊と利⽤
を⽤いた研究データ保管と公開

https://rcos.nii.ac.jp/service/rdm/

• JAIRO Cloud 連携機能
https://support.rdm.nii.ac.jp/about/repository/
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https://nagoya.repo.nii.ac.jp/



（課題５）データ管理計画 DMP
•DMP（データ管理計画）とはなにか・・・
•DMP をなぜ作るのか・・・

•誰のための DMP︖
1. 資⾦配分機関のため︖
•資⾦配分機関の求めに応じて作成する必要がある
•（⼤学の⾏動）作成を⽀援する

2. ⼤学などの学術機関のため︖
•⼤学としてのDMP活⽤戦略を定める必要がある
•（⼤学の⾏動）戦略を説明し構成員の協⼒を仰ぐ

3. 研究者 / 研究Grのため︖
• Gr内での⽅針を定め、研究者の「迷い」を減らす
•（⼤学の⾏動）DMP作成の効果と⽅法を説く
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（課題６）地域コンソーシアムの展開

•コンソーシアムの活動
•セミナー，情報交換会
•⽀援チーム派遣（ポリシー策定，FD，アンケート）
• RDM資源（⼈材，ツール，教材，システム等）の共⽤

•コンソーシアム間連携（推進ノウハウの共有など） 51

コンソーシアム活動への
ご要望をお寄せください



まとめ
•⼤学における研究データ管理の「これまで」
•研究データエコシステム構築事業
•研究データ管理スタートアップ⽀援事業
•AXIES 研究データマネジメント部会
•即時OA／科研費DMP

•⼤学の研究データ管理の「これから」（＝課題）
•研究データ管理・公開・利活⽤ガイドラインの展開
•研究データ⼈材育成のプログラムと教材の導⼊
•⼤学による RDM 基盤︓出⼝（公開、保存）から
•研究データ管理基盤の導⼊︓特定機能にフォーカス
• DMP: 作成理由の明確化
•⼤学連携︓コンソーシアム活動の展開

52


